
趣旨説明: 背景

• 第5期科学技術基本計画・・・オープンサイエンスの推進
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趣旨説明: インセンティブ

• 研究者・研究機関へのインセンティブ

– 大局的・・・新たな知見や価値が生み出せる。科学技術の進展に貢献できる。

– 局所的・・・成果に見合った処遇・研究費が得られる。
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趣旨説明: データマネジメント

• データを公開するための具体的な方法については、研究者が独自・個別に行うよ
りも、書誌リポジトリなどで一定の経験を持つ専門家集団(=図書館・機関リポジト
リ構成員)のサポートを得て、ルーチン化したほうが良い結果が期待できる。

– 研究者にとっての一種のインセンティブとも考えられる。

• 研究者と図書館・機関データリポジトリ構成員との対話・協同が必要。

素材提供: いらすとや(http://www.irasutoya.com/)
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趣旨説明: セミナーのねらい

• 本セミナーでは、

– 医学生物学分野におけるオープン化へのインセンティブ

– 古写真コレクションのオープン化における図書館の役割

– 超高層物理学分野で実際に行われている図書館と研究グループの連携

– 日本の大学における研究データマネジメントの今後の展開

– 研究データ利活用に関する国内活動及び国際動向

などの話題提供を通して、日本における研究データのオープン化を「図書館員・
研究者の協同」という観点から今後どのように推進していくことができるかを考え
てみたい。
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